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中山間地茶業の在り方
日本茶業の経済的試算

（中村試算：赤字は平成6年）

飲料製造

販 売

茶生産

製茶業
1,900億円
3,196億円

生葉 635億円
荒茶 335億円
生葉 1049億円
荒茶 375億円

仕上茶出荷額
2300億円
2191億円？

ティーバッグ 250億円

R&T出荷額
4500 億円

36億円

お茶屋さん

茶素材販売額
600億円？

お菓子屋さん
流通・製茶

茶関連機械業 200億円？1000億円？

取り込み加速

茶への要求が変化している

緑茶と茶系飲料の購入金額の推移

消費されるお茶の種類が変化
⇒ 生産方式の変化が必要

煎茶 １０ｇ ４３０ｍｌ 食品標準成分表

番茶 １５ｇ ６５０ｍｌ 食品標準成分表

粉末茶 ３ｇ ２００ｍｌ 中村推定

RTD １ｇ １００ｍｌ 茶業中央会推定

紅茶 ５ｇ ３６０ｍｌ 食品標準成分表

ウーロン茶 １５ｇ ６５０ｍｌ 食品標準成分表

茶類の飲用量の推移

各種茶の消費量を、主に食品標
準成分表に基づき、中村が試算

せん茶とＲＴＤ の消費量の推移(中村推定）

日常茶飯事の茶
☆ コスト低下
☆ 簡便化
☆ 飲用水化

愉しみのお茶
☆ かわいさ
☆ 話題性
☆ 面白さ
☆ インスタ映え
☆ 高級品
☆ ブランド

消費者が必要としているお茶の提案
・妊婦さん、子供、高齢者 ⇒ 低カフェイン茶
・体脂肪の気になる方 ⇒ カテキン強化茶
・アレルギー ⇒ べにふうき緑茶 ・ストレスの気になる方 ⇒ テアニン強化茶
・肉食に合うお茶 ⇒ ・パンに合うお茶 ⇒ その他

緑茶の消費量

八百屋（煮物） スーパー（サラダ） コンビニ（サラダ）

ライフスタイルに対応した日本茶とは？

ライフスタイルが変われば、
必要な物も食べ方や飲み
方も変わる。
⇒対応したものと技術
が必要（販売方法も変
わる）
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消費者のお茶は急須のお茶ばかりではない

急須で淹れるお茶への期待は

・ゆったりとした時に
・お茶会
・団らんの時に
・こだわりのお茶を

急須で淹れるお茶を「ほとんどいれな
い」「全くいれない人」の理由は

8

玉露

美味しくて簡便に飲める茶

ますますの簡便化志向

高級ボトリング茶粉末茶 ティバッグ

煎茶ラテ

ポスト急須も必要では

急須いらずの新規本格的緑茶

9

ティーバッグも増加 （遊び心、高級化路線が重要） さらに新しい飲み方も 将来、みんなに飲んで
もらいたいお茶って、
どんなの？ 日本茶？

高級茶の飲用の場を広げよう

～ボトルティは面白い～

☆最高の旨味抽出が可能
☆誰でもが同じ味で出せる
☆演出が可能
☆付加価値向上

低コスト化

今後ますます多様化
二極化が予想される

高付加価値化

生産者はどちらで
勝負するのか!?

消費者は何を望ん
でいるのか!?
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マーケティング
顧客の創造

ブランディング
顧客の確保

・異業種とのコラボ → ホテル、洋菓子屋、花屋‥
・プチ贈答文化 → 記念日の贈り物

： 自分へのご褒美も含めて

：

・付加価値の付与
・差別化の強化

プチ贈答文化
日常飯事のお茶を
ハレの日の愉のしみに
ハレの行事とセットに

高いものを安く売ってはいけない
安いものを高く売ってはいけない

高いものをさらに高く
安いものをさらに安く

ブランディングは必要

付加価値を付けることにより
価格を上げよう!!

21,600円/100g

10,800円/100g

324,000円

10,800円/100g

高級茶の数々

高価格茶の要因

・物語性があること

・こだわりのお茶であること

・数量が少ないこと

・品質的にも上級であるこ

と

・販売店の格

高価格茶の戦略

・販売店の格づくり

・他の商品価格の上昇

単純な農産物原料供給産業からの脱却
⇒ 六次産業化、観光業化、地域全体の売り込みを

お茶のもつ魅力を活かして地域茶業の活性化を

差別化戦略として地域資源を活用することが重要

①自然環境、地形、風土
富士山、山間地、川、茶草場、急傾斜地など

②歴史・文化
徳川400年、聖一国師、牧の原開拓、清水港など

③生産加工方法
品種、栽培方法、加工方法など

④他業態との連携、情報の発信

茶を利活用した
地域ブランドの強化

平成29年
輸出量：4642ｔ
金 額：144億円

日本茶(緑茶)の輸出の推移

日本茶の輸出量と金額の推移

ドイツ 342トン
13.4億円

アメリカ 1,407トン
59.0億円

カナダ 190トン
7.0億円

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 343トン
1.1億円

台湾 1,080トン
13.7億円

日本茶（緑茶）の主な輸出先(H25年度)

近年の緑茶の輸出状況 (単位:ﾄﾝ)

香港 206トン
12.1億円

マレーシア181トン
2.8億円

フランス 94トン
2.9億円

イギリス 36トン
2.0億円

日本茶の主な輸出先(平成29年度)

ロシア 5トン
0.2億円

全体 輸出量 輸出量 輸出量

2005 1,096 アメリカ 353 ドイツ 96 台湾 84
2006 1,576 アメリカ 865 シンガポール 103 香港 93
2007 1,625 アメリカ 750 カナダ 137 シンガポール 94
2008 1,701 アメリカ 776 カナダ 162 ドイツ 124
2009 1,958 アメリカ 1,063 カナダ 149 シンガポール 131
2010 2,232 アメリカ 1,136 カナダ 172 シンガポール 169
2011 2,387 アメリカ 1,228 カナダ 198 台湾 171
2012 2,351 アメリカ 1,127 台湾 262 シンガポール 257
2013 2,848 アメリカ 1,406 台湾 365 シンガポール 205
2014 3,516 アメリカ 1,550 台湾 570 シンガポール 256
2015 4,127 アメリカ 1,698 台湾 735 ドイツ 305
2016 4,108 アメリカ 1,420 台湾 793 シンガポール 342
2017 4,642 アメリカ 1,407 台湾 1,080 シンガポール 343

世界における緑茶の生産量と輸出量

生産量
178.8万ｔ
日本

7.7万t

輸出量
36.1万ｔ
日本

0.4万ｔ

日本茶の世界における実態

世界の茶の生産量と輸出量（2016）

緑茶の生産量と輸出量

茶の生産量と輸出量

生産量
５５６万ｔ
日本
約 7.7万t

輸出量 日本
179.8万ｔ 0.4万t

日本茶は
幻のお茶
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2009 比率 2013 比率 伸び率
トン ％ トン ％ 倍

インド 604 3.9 1036 4.6 1.72
中国 8546 56.5 14234 63 .2 1 .67
（単価) 3.8ﾄﾞﾙ/kg

日本 1416 9.2 1700 7 .5 1 .20
(単価) 19.4ﾄﾞﾙ/kg

ドイツ 1165 7.6 732 3.2 0.63
ブラジル 314 2.0 508 2.3 1.62
台湾 375 2.4 426 1.9 1.14

合計 15236 99.1 22534 100.0 1.48

米国における緑茶の輸入量と金額

米国における茶の消費量の推移

輸出茶の現状 Matcha is super food

Matcha、
It is possible to consume 
vitamin A (beta carotene), vitamin E 
(tocophenol), dietary fiber etc which 
can not be ingested with tea brewed 
in teapot.

☆Matcha is delicious
☆When brewed with teapot, about 40% of   

catechin remains in the tea shell, in Matcha  
all can be ingested.

☆Green color of matcha is beautiful, It is also 
used for sweets such as cakes and foods.

Hue angle and theanine content of matcha sold 
in Japan and overseas

Matcha that is sold in Japan has 
a higher hue angle than those 
sold abroad. ⇒ Green is beautiful

Matcha that is sold in Japan has a 
higher theanine content than those 
sold abroad. ⇒ Taste  is better and
has Stress-reducing effect

1.To predict mental function of each matcha, both the quantity of theanine and the ratios of
caffeine, EGCG, and arginine against theanine need to be verified.
2.As a result of assessment of the stress-reducing effect of matcha, 42% of matcha samples
marketed in Japan, and only one sample marketed abroad, were expected to have a stress-
reducing effect.

Stress-reducing effect of Matcha Matcha of poor quality has 
no Stress-reducing effect

Group and confrontational housing

After the two mice were housed separately, for
one month, in a cage with a partition, they
were housed confrontationally by removing the 
partition. Generally, group housing mice have long 
lifespan more than the stressed mice.

Prolonged lifespan of mice by theanine 
intake

Effect of theanine on 
psychosocial stress

消費に与える要因 (人口の減少)

・人口の減少 ⇒ 消費者の自然減

・高齢者層の増加 ⇒ 淡白化、健康意識化、低カフェイン

・アフリカ、アジア人口の急増 ⇒ 消費量の増大
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消費に与える要因 (世帯も少人数化)

☆大型(大量)から小型化(少量)に
☆単身世帯も増加 個食化

消費に与える要因 (共働きの増加)

☆ ゆっくりと食事を創る時間の減少
☆ 惣菜、外食文化 通販、ネットショップの増加

社会構造の変化
Keyword；グローバル化、高度情報

通信社会、少子高齢化、サービス

産業社会化、人口減少

需要・供給構造の変化
Keyword；自然健康志向、価値観・
生活様式の多様化、女性の社会

進出化、

環境保全の強化
keyword；温暖化、低炭素社会化、

自然循環機能重視型

茶業の今後の展開を考える上での重要要因

消費者の減少、ス
トレス社会、情報
化社会

多様化社会、小世
帯化社会、惣菜社
会、健康願望社会

省エネルギー、自
然保護社会

来るべき社会は？


